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表紙

①
取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを
確保するための体制その他業務の適正を確保するための体制
及 び 当 該 体 制 の 運 用 状 況 の 概 要

② 連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

③ 連 結 計 算 書 類 の 連 結 注 記 表

④ 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

⑤ 計 算 書 類 の 個 別 注 記 表

上記事項につきましては、法令及び定款第15条の規定に基づき、書面交付請求をいただいた株

主様に対して交付する書面には記載しておりません。

なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に電子提供

措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りいたします。

第164回定時株主総会の招集に際しての電子提供措
置事項

第164期（2022年４月１日～2023年３月31日）

株式会社　巴川製紙所
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取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の

適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要

＜内部統制基本方針の内容＞

　当社では、内部統制基本方針を定め、その体制構築を進めております。内部統制基本方針の

内容は、次のとおりです。

　当社は、創業精神の「誠実」「社会貢献」「開拓者精神」を旨とする企業倫理に従って、

TOMOEGAWAグループの企業活動を進めていくと共に、取締役の職務の執行が法令及び定款に適

合することを確保するための体制その他当社の業務並びに当社及びその子会社から成る企業集

団の業務の適正を確保するための体制の整備に関する基本方針を以下の通り定める。当社は、

社会環境の変化及び当社の事業・体制等の変更に応じ、この基本方針を見直し、内部統制シス

テムを整備・維持するよう努める。

１. 当社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

(1) 組織

・当社の取締役会の意思決定の妥当性及び透明性を高めるため、当社は社外取締役を招聘す

る。

・当社の代表取締役社長は、法令・定款及び社内規程に従って業務を遂行し、原則として毎月

開催される当社の取締役会において業務執行状況を報告する。

・当社の監査等委員会室は、TOMOEGAWAグループ全体及びグループ各社の経営に重大な影響を

与えるリスク管理、コンプライアンス、財務報告に係る内部統制事項、その他の内部統制事

項に関する施策の妥当性を調査し、調査結果を当社の監査等委員会と代表取締役社長に報告

する。

・コンプライアンスの実施責任者として、当社は業務本部長を任命する。同本部長の指揮の

下、当社のコンプライアンスグループがTOMOEGAWAグループ全体のコンプライアンスへの取

組みを促進する。

(2) 施策

・当社の代表取締役社長は、TOMOEGAWAグループの企業活動を進めていく上で、内部統制シス

テムの整備が必要不可欠であると認識している。
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・TOMOEGAWAグループのすべての役員並びにパート及び派遣社員を含む従業員は、業務を遂行

するに当たり、TOMOEGAWAグループ行動規範及びグループ各社のコンプライアンス行動指針

（日本国内においては当社の定めるTOMOEGAWAグループコンプライアンス行動指針を基本と

し、国内外を問わず、グループ各社がその適用法令、事業内容、社内規程の整備状況等に応

じて別に定める場合には、当社の承認を受けた行動指針をいう）から成るTOMOEGAWAグルー

プ企業倫理に従うものとし、誓約書をグループ各社の代表者に提出して企業倫理の順守を誓

約する。

・当社の業務本部長の指揮の下、コンプライアンスのカテゴリーごとの責任部署の責任によ

り、当社の役員及び従業員に対するコンプライアンス教育、TOMOEGAWAグループ各社のコン

プライアンス活動の指導、TOMOEGAWAグループのコンプライアンス違反への対策等を実施す

る。

・内部通報システムの運用によりTOMOEGAWAグループのコンプライアンス問題の早期把握と解

決を図る。内部通報システムは当社に限らず、TOMOEGAWAグループに所属する全社の従業員

が利用できる。内部通報システムの通報先及び相談先として、当社の業務本部長に加え、当

社の監査等委員である取締役及び外部弁護士を指定する。当社は、この内部通報システムに

加え、当社の代表取締役社長他への匿名メールシステムあるいはメッセージボックスも設置

している。

・TOMOEGAWAグループは、市民生活に脅威を与える反社会的勢力や団体とは一切関係を持た

ず、これらに対し毅然とした態度で対応する。

(3) 監査

・当社の監査等委員会は、法令に基づく権限を行使し、当社の監査等委員会室及び当社の会計

監査人と連係して当社の取締役の職務執行の適法性及び妥当性を監査する。

・当社の監査等委員会室が内部統制の活動状況を調査し、その結果を当社の代表取締役社長及

び当社の監査等委員会に報告する。

２. 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

・当社の文書管理規程等に基づき、決裁書、議事録、重要な契約書等当社の取締役の職務の執

行に関わる文書（電磁的記録を含む）を適切に保存し、管理する。

・当社の取締役（監査等委員である取締役を含む）及び執行役員は、必要なときはいつでも上
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記の文書を閲覧できる。

・当社の社内情報システムを活用した稟議書ワークフローにより稟議手続を順守させると共

に、稟議書のデータベース化を図る。

３. 当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・TOMOEGAWAグループのリスクを体系的に管理するための規程（リスク管理規程）を定め、当

社の業務本部長を統括責任者とし、当社のコンプライアンスグループを統括部署として、リ

スクのカテゴリーごとの責任部署の責任において、リスク管理を実施する。

・当社は、地震や火事などの緊急事態が発生した場合は、緊急時対応マニュアルに基づいて対

応する。当社は、関係者が即座に必要な措置を取ることができるように、なすべきことを定

め、関係者全員に周知する。

４. 当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・当社は、業務執行権限を執行役員に委譲することにより、取締役会による経営の迅速化、監

督機能の強化を図る。

・当社の代表取締役社長は、当社及びTOMOEGAWAグループ各社の重要な経営課題につき担当執

行役員及び関係責任者から成る経営会議に諮問する。

・当社は、TOMOEGAWAグループの長期事業目標を達成するために、中期経営計画及び期毎の社

長方針を当社の全役員及び従業員に理解させ、各人の具体的な業務計画に反映させる。

５. 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

・当社は、TOMOEGAWAグループ各社相互間の緊密化を図るため、グループ会社管理規程を定め

る。

・事業領域ごとにカンパニーを置き、その下に当社の事業部を置く。カンパニーは、新製品開

発の加速及び製販一体化にもとづく収益管理力強化と業務生産性を改善し、実績の向上を目

指す。カンパニー長は、各事業の業務管理責任を負う。また、当社の事業部と子会社を連結

してひとつの事業体とし、事業管理責任はカンパニー長が負う。なお、連結事業部の専属で

ない子会社は、当社の担当本部長が業務管理責任を負うことを原則とする。これとは別に昌

栄印刷株式会社は、担当本部長が業務管理責任を負う。

・子会社の役員は、当該事業に係る責任又は当該業務管理責任を負う当社の事業部長又は本部

長を含む関係責任者に対して、定期的に子会社の業務執行状況を報告するとともに、当社又
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は子会社の運営、業務又は財産に関する重要な事項が発生した場合には、当該関係責任者に

対し、直ちにこれを報告する。

・子会社の重要業務案件は、当社の決裁規程の定めに従って決裁される。

・コンプライアンスプログラム及びリスク管理は、子会社も対象に含まれる。当社は、コンプ

ライアンス及びリスクのカテゴリーごとの責任部署を定め、TOMOEGAWAグループのコンプラ

イアンス及びリスクの統括管理を義務付ける。当該連結事業に係る責任又は業務管理責任を

負う当社のカンパニー長又は本部長は、コンプライアンス及びリスクのカテゴリーごとの責

任部署と協議のうえ、TOMOEGAWAグループ各社の規模や業態別に、必要に応じて適正数の監

査役やコンプライアンス及びリスクの推進担当者を配置するよう、TOMOEGAWAグループ各社

の代表者に対して勧告する。TOMOEGAWAグループ各社の代表者は、当社及びTOMOEGAWAグルー

プ各社に重大な損害を及ぼすおそれのある事象が発生した場合には、当該コンプライアンス

及びリスクのカテゴリーごとの責任部署（責任部署が不明であれば当社の業務本部長）に対

して、直ちにこれを報告する組織体制を自社内に整備する。

・当社は、子会社と共通の有効な情報伝達システムを構築する。

・当社の監査等委員会室は、当社の監査等委員である取締役と連係し、子会社業務の監査を行

う。

６. 当社の監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使

用人に関する体制

・当社は、監査等委員会の職務を補助するため、監査等委員会室を設置し、原則として複数名

の監査等委員会補助スタッフを配置する。

・当社の取締役会は、当社の監査等委員から監査等委員会補助スタッフの増員等の要請があっ

た場合は、監査等委員会の職務の執行に必要でないと認められる場合を除き、要請に応じた

増員等の措置を講じる。
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７. 当社の監査等委員会補助スタッフの当社の監査等委員である取締役以外の取締役からの独立

性に関する体制

・当社の監査等委員会補助スタッフの人事異動・人事評価・懲戒処分を行うにあたっては、当

社の監査等委員会の同意を要する。

８. 当社の各監査等委員である取締役の当社の監査等委員会補助スタッフに対する指示の実効性

の確保に関する事項

・当社の監査等委員会補助スタッフへの指揮命令権は、当社の各監査等委員である取締役及び

当社の代表取締役社長の双方に属する。それぞれによる指揮命令が相互に矛盾する場合、当

社の各監査等委員である取締役による指揮命令が優先される。

９. 当社の取締役及び使用人、当社の子会社の役員及び使用人、又はこれらの者から報告を受け

た者が当社の監査等委員会に報告するための体制

・当社の監査等委員である取締役は、当社の取締役会に自ら出席して当社の取締役及び執行役

員から業務執行状況その他重要事項の報告を受ける他、当社の重要な意思決定に関わる経営

会議等の会議及び当社の子会社の重要な意思決定に関わる当社の子会社の取締役会等に当社

の監査等委員会補助スタッフを出席させ、当該監査等委員会補助スタッフから当該会議の内

容の報告を受ける。

・当社の取締役及び執行役員は、当社及びTOMOEGAWAグループ各社に重大な損害を及ぼすおそ

れのある事実等を発見したときは、直ちに当社の代表取締役社長及び当社の監査等委員会又

は監査等委員である取締役全員に報告する。

・当社の監査等委員である取締役は、TOMOEGAWAグループ全社の役員及び従業員に対しいつで

も業務執行状況その他重要事項につき報告を求めることができる。

・当社の取締役は、法令の定めに基づく報告事項に加え当社の監査等委員会に報告すべき事項

を監査等委員である取締役との協議の上決定する。

・当社の監査等委員会室は、内部監査の実施状況を監査等委員会に報告しなければならない。

・TOMOEGAWAグループに所属する全社の従業員が利用できる内部通報システムの通報先及び相

談先の一つとして、当社の監査等委員である取締役を指定する。

・当該内部通報システムのすべての情報は、当社の業務本部長に連絡されて一元的に管理さ

れ、業務本部長が当社の監査等委員会に対応を含めた状況報告を行い、さらに当社の監査等

委員会は当社の取締役会に対して審議内容を報告する。
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10. 当社の監査等委員会に報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受け

ないことを確保するための体制

・当社の定めるTOMOEGAWAグループコンプライアンス行動指針において、コンプライアンス相

談・連絡を行った者の身分が保障されるとともに、不利益な取扱いを受けないことを明記す

る。

11. 当社の監査等委員である取締役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その

他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

・当社の監査等委員である取締役の職務執行費用の予算は、監査等委員会が決定する。

・当社の監査等委員である取締役が緊急又は臨時に支出した費用は、事後、当社に償還を請求

できる。当該請求については、当該請求にかかる費用が当該監査等委員である取締役の職務

の執行に必要でないと認められる場合を除き、当社はすみやかに当該費用を処理する。

12. その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

・当社の監査等委員会は、当社の監査等委員会室及び当社の会計監査人に監査計画の提出を求

め、また当社の監査等委員会室及び当社の会計監査人とそれぞれ定期的に意見を交換する。

・当社の監査等委員である取締役が必要と認めたときは、弁護士、公認会計士等の外部専門家

を任用することができる。

・当社の監査等委員である取締役は、TOMOEGAWAグループ各社の監査役との連絡会を開催し、

監査業務についての意見交換を行う。

・当社の取締役は、当社の監査等委員である取締役の意見を尊重して監査等委員会の監査の環

境整備に努める。

（注）2023年４月21日開催の取締役会の決議により、内容を一部改訂しており、上記の基本方針

は当該改訂がなされる前のものです。主な改訂内容は次のとおりです。

・組織変更により、コンプライアンス担当部門が業務本部から総務コンプライアンス統括室

へ変更となったことに伴い役職名等の変更を行いました。
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＜内部統制システムの運用状況の概要＞

　当事業年度における主な取組みは次のとおりです。

１. 当社及び子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する

ための体制

・コンプライアンス意識の醸成のため、当事業年度、コンプライアンス研修を継続していま

す。

・日本語、英語、中国語に対応させた内部通報窓口のインターネット版を活用し、１人１人の

声を吸い上げて誠実に対応しています。

・内部通報システムの周知を目的に国内の当社グループ会社を対象に体験通報を継続していま

す。

２. 当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・当社グループの損失に結びつく特に対策が必要なリスクを影響度と頻度により特定し、年度

末に状況モニタリングを実施し、改善活動を継続しています。

３. 当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・当社は取締役会を月１回以上開催しており、当事業年度は14回開催しました。

・取締役及び部門長等により構成する経営会議を毎月開催し、取締役会審議事項の事前審議及

びその他重要事項についての審議・決定を行い、意思決定の迅速化と業務運営の効率化をは

かっています。

・当社は、当社グループ会社の管理運営体制を統括する部署を設置し、当社グループ会社の経

営の効率性確保に努めています。

・当社は、連結ベースでの経営計画を策定し、経営目標を当社グループで共有し、連結ベース

での経営を推進しています。

４. 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

・企業集団における業務の適正を確保するための体制として、グループ会社管理規程を定め、

グループ会社の管理は経営戦略本部が行うこととしています。

・監査等委員会室の監査を定期的に受審し、業務の適正を確保しています。

－ 7 －



2023/05/25 11:14:25 / 22947415_株式会社巴川製紙所_招集通知

連結株主資本等変動計算書

（自 2022年４月１日　至 2023年３月31日）

（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 2,122 3,249 6,999 △288 12,083

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △253 △253

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

1,451 1,451

株 式 交 換 に よ る 変 動 △84 257 172

自 己 株 式 の 取 得 △1,132 △1,132

自 己 株 式 の 消 却 △1,132 1,132 －

株主資本以外の項目の当連結会計年度
変 動 額 ( 純 額 )

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額 合 計 － △1,216 1,197 257 238

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 2,122 2,033 8,197 △31 12,322

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非支配

株主持分
純資産合計その他有価証

券評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 289 390 716 1,396 4,136 17,616

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △253

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

1,451

株 式 交 換 に よ る 変 動 172

自 己 株 式 の 取 得 △1,132

自 己 株 式 の 消 却 －

株主資本以外の項目の当連結会計年度
変 動 額 ( 純 額 )

△47 102 255 309 205 515

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額 合 計 △47 102 255 309 205 753

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 241 492 971 1,705 4,342 18,370

連結株主資本等変動計算書

 (注)記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

会社名 決算日

巴川(広州)国際貿易有限公司 12月31日　※

巴川影像科技(恵州)有限公司 12月31日　※

日彩影像科技(九江)有限公司 12月31日　※

連結注記表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）

１.連結の範囲に関する事項

(1)連結子会社の数 14社

連結子会社の名称 TOMOEGAWA(U.S.A.)INC.、TOMOEGAWA EUROPE B.V.、TOMOEGAWA HONG

KONG CO.,LTD.、巴川(広州)国際貿易有限公司、㈱巴川ホールディ

ングス恵州、巴川影像科技(恵州)有限公司、日彩控股有限公司、日

彩影像科技(九江)有限公司、TOMOEGAWA AURA INDIA PVT.LTD.、巴

川物流サービス㈱、新巴川加工㈱、三和紙工㈱、日本理化製紙㈱、

昌栄印刷㈱

(2)非連結子会社の名称 巴川コリア㈱、台湾巴川股份有限公司等

連結の範囲から除いた理由 非連結子会社はいずれも小規模であり、総資産、売上高、当期純損

益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等は、いずれ

も連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２.持分法の適用に関する事項

(1)持分法を適用した関連会社の数 １社

持分法を適用した関連会社の名称 ㈱トッパンTOMOEGAWAオプティカルフィルム

(2)持分法を適用しない非連結子会社の名称 巴川コリア㈱、台湾巴川股份有限公司等

持分法を適用しない関連会社の名称 ＡＴエレクトロード㈱

持分法を適用していない理由 持分法を適用していない非連結子会社または関連会社は、当期純損

益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等からみて､

持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であ

り､かつ､全体としても重要性がないためであります｡

３.連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日が連結決算日と異なる会社は次のとおりであります。

※連結決算日現在で本決算に準じた仮決算を行った計算書類を基礎としております。
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連結注記表

４.会計方針に関する事項

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法

  ①有価証券

　  その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの　　　　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等　　　　　　　　　移動平均法による原価法

②デリバティブ　　　　　　　　　　　　　　　時価法

③棚卸資産　　　　　　　　　　　　　　　　　主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の

低下による簿価切下げの方法により算定）

(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法

  ①有形固定資産(リース資産を除く)

当社においては、建物及び構築物については定額法、機械装置及び運搬具、工具、器具及び備品については

定率法を採用しております。また、連結子会社においては、主として定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建物及び構築物　　　　　　　８～47年

　機械装置及び運搬具　　　　　４～14年

  ②無形固定資産(リース資産を除く)

　定額法

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づいております。

　③リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3)重要な引当金の計上基準

　①貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、また、貸倒懸念債権等特定

の債権については、個別に回収可能性を検討して、回収不能見込額を計上することとしております。

　②賞与引当金

従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき、当連結会計年度の負担額を計上することとしてお

ります。

　③役員退職慰労引当金

役員及び執行役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上することとしており

ます。
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連結注記表

(4)重要な収益及び費用の計上基準

　当社及び国内連結子会社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）及び

「収益認識に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）を適用しており、

約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金

額で収益を認識しております。

　当社グループは、主に製品の製造、加工、販売を行っており、これら製品の販売については、下記の時点で当

社グループの履行義務を充足すると判断し収益を認識しております。

輸出販売は、取引条件に応じて製品の船積み時または製品を顧客に引き渡した時に収益を認識しておりま

す。

　国内販売は、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、出荷時から

製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

　なお、顧客への財の提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る

額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。また、支給元が買戻し義務を負う有償支給

取引においては、当社グループが支給元より受け取る額から支給品の対価として支給元に支払う額を控除した純

額で収益を認識しております。

当社グループの取引に関する支払条件は、通常短期のうちに支払期日が到来し、契約に重要な金融要素は含

まれておりません。

(5)その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　①重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理するこ

ととしております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算

し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及

び非支配株主持分に含めて計上しております。

　②重要なヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。

ただし､ヘッジ会計の特例処理の要件を満たす金利スワップ取引については､特例処理を採用しております。
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連結注記表

（単位：百万円）

当社の共用資産を含む固定資産

有形固定資産 7,408

無形固定資産 182

投資その他の資産(長期前払費用) 20

計 7,610

　③退職給付に係る負債の計上基準

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基づき、退職

給付債務から年金資産の額を控除した額を計上することとしております。

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(２年)による定額法により費用

処理することとしております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)による

均等按分額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその

他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上することとしております。なお、退職給付債務の算

定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準に

よっております。

　④のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、10年間の定額法により償却を行っております。

（会計上の見積りに関する注記）

固定資産の減損の兆候判定

(1)当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

　当連結会計年度において、当社の単体決算では営業赤字となっているものの、経営環境の著しい悪化等がないこ

とを確認して、当社の共用資産を含む固定資産には減損の兆候がないと判断しております。

　なお、当社の共用資産を含む固定資産の帳簿価額は次のとおりであります。
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連結注記表

売掛金 290百万円

棚卸資産 465百万円

建物及び構築物 2,662百万円

機械装置及び運搬具 712百万円

土地 2,939百万円

投資有価証券 726百万円

計 7,796百万円

短期借入金 1,950百万円

１年内返済予定の長期借入金 1,215百万円

長期借入金 3,276百万円

計 6,442百万円

２.有形固定資産の減価償却累計額 39,368百万円

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　当社グループは、資産又は資産グループに減損の兆候を示す事象がある場合には、当該資産又は資産グループに

ついて、減損損失を認識するか否かの判定を行っております。減損の兆候を示す事象とは、資産又は資産グループ

が使用されている営業活動から生ずる損益又はキャッシュ・フローが、継続してマイナスとなっているか、又は、

継続してマイナスとなる見込みである場合や、経営環境の著しい悪化を把握した場合等であります。

　当社の共用資産を含む会社単位での減損の兆候につきましては、当連結会計年度の単体決算では営業赤字となっ

たものの、前連結会計年度の単体決算では営業黒字であったことから、営業損益の継続したマイナスには該当しま

せん。また、当連結会計年度の営業赤字の要因でもある半導体市場における在庫調整に伴う当連結会計年度下期か

らの売上高の減少については、翌連結会計年度下期には回復基調に転じることが見込まれることから、当連結会計

年度末時点では経営環境の著しい悪化には至っていないものと判断いたしました。

　なお、今後の経営環境の著しい変化により、減損の兆候があると認められる場合、翌連結会計年度以降の連結計

算書類に重要な影響を与える可能性があります。

(連結貸借対照表に関する注記)

１.担保に供している資産及び担保に係る債務

(1)担保に供している資産

(2)担保に係る債務
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連結注記表

普通株式

Ａ種優先株式

10,389,406株

1,000,000株

決 議 株 式 の 種 類 配当金の総額
１ 株 当 た り

配 当 額
基 準 日 効 力 発 生 日

2022年５月20日

取 締 役 会
普通株式 153百万円 15円00銭 2022年３月31日 2022年６月29日

2022年５月20日

取 締 役 会
Ａ種優先株式 100百万円 50円14銭 2022年３月31日 2022年６月７日

決 議 株 式 の 種 類 配 当 の 原 資 配当金の総額
１ 株 当 た り

配 当 額
基 準 日 効 力 発 生 日

2023年５月19日

取 締 役 会
普通株式 利益剰余金 155百万円 15円00銭 2023年３月31日 2023年６月７日

2023年５月19日

取 締 役 会
Ａ種優先株式 利益剰余金 50百万円 50円00銭 2023年３月31日 2023年６月７日

(連結株主資本等変動計算書に関する注記)

１.当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

２.配当に関する事項

(1)配当金支払額

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの
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連結注記表

連結貸借対照表計上額（＊） 時価（＊） 差額

(1)　投資有価証券

その他有価証券 1,621 1,621 －

(2)　長期借入金 (5,339) (5,176) 162

（金融商品に関する注記）

１.金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、主に銀行借入により、事業活動に必要な設備投資資金及び運転資金を調達し、預金等の安全

性の高い金融資産により一時的な余資を運用しております。デリバティブについては、金利・為替の変動リスク

を回避するために利用し、投機的な取引は行わない方針であります。

　営業債権である受取手形、電子記録債権及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されておりますが、信用限度規

定に沿ってリスクの低減を図っております。また、海外で事業を行うにあたり生じる外貨建ての営業債権は、為

替の変動リスクに晒されておりますが、同じ外貨建ての買掛金の残高の範囲内にあるものを除き、原則として先

物為替予約を利用してヘッジしております。

　投資有価証券は主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、

四半期ごとに時価を把握しリスク管理しております。

　営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが1年以内の支払期日であります。また、一部外貨建ての

営業債務は、為替の変動リスクに晒されておりますが、同じ外貨建ての売掛金の残高の範囲内にあるものを除

き、先物為替予約を利用してヘッジしております。

　借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金は主に設備投資に係る資金調達

であります。変動金利の借入金は、金利の変動リスクに晒されております。

　デリバティブ取引は、外貨建ての営業債権債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とする先物予約

取引と、借入金に係る金利の変動リスクに対するヘッジを目的とした金利スワップ取引であります。

２.金融商品の時価等に関する事項

　2023年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次の

とおりであります。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額3,391百万円）は、「その他有価証券」

には含めておりません。また、現金は注記を省略しており、預金、受取手形、電子記録債権、売掛金、支払手形

及び買掛金、短期借入金及び１年内返済予定の長期借入金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似する

ことから、注記を省略しております。

（単位：百万円）

(*)負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。

－ 15 －
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連結注記表

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

　その他有価証券

株式 1,621 － － 1,621

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 － 5,176 － 5,176

３.金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに

分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

レベル２の時価：レベル 1 のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

(1)時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

（単位：百万円）

(2)時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（単位：百万円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価

をレベル１の時価に分類しております。

長期借入金

　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現

在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

－ 16 －
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報告セグメント

その他

（注）
合計

トナー

事業

電子材料

事業

機能紙

事業

セキュリ

ティ

メディア

事業

新規開発

事業
計

売上高

日本 2,078 3,312 9,764 3,985 54 19,195 126 19,321

中国（香港含む） 4,407 262 127 － － 4,798 － 4,798

その他のアジア 1,601 2,030 709 － － 4,341 － 4,341

欧州 4,124 2 3 － － 4,130 － 4,130

北米 966 26 164 － － 1,156 － 1,156

その他 351 － － － － 351 － 351

顧客との契約から生

じる収益
13,531 5,634 10,769 3,985 54 33,974 126 34,100

その他の収益 － － － － － － 69 69

外部顧客への売上高 13,531 5,634 10,769 3,985 54 33,974 196 34,170

（収益認識に関する注記）

１.顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス等を含んでおります。

２.顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

「会計方針に関する事項」の「重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

３.当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

(1)契約負債の残高等

契約負債は、製品の引渡前に顧客から受け取った対価であり、期末日後１年以内に収益として認識することを

見込んでおり、連結貸借対照表上、流動負債のその他に含まれております。

契約負債　81百万円

－ 17 －
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 １.１株当たり純資産額 1,251円36銭

 ２.１株当たり当期純利益 135円11銭

(2)残存履行義務に配分した取引価格

当連結会計年度末における残存履行義務は、期末日後１年以内に収益として認識することを見込んでいるた

め、注記を省略いたします。

（１株当たり情報に関する注記）

（企業結合に関する注記）

株式交換による日本理化製紙株式会社の完全子会社化

　当社は、2022年１月21日開催の取締役会において、当社を株式交換完全親会社とし、当社の連結子会社である日本

理化製紙株式会社（以下、「日本理化」）を株式交換完全子会社とする株式交換（以下、「本株式交換」）を実施す

ることを決議し、同日付で両社の間で株式交換契約（以下、「本株式交換契約」）を締結いたしました。

　本株式交換は、当社においては会社法第796条第２項の規定に基づく株主総会の承認を必要としない簡易株式交換

の手続により、また、日本理化においては、2022年２月22日開催の臨時株主総会において本株式交換契約の承認を受

けた上で、2022年４月１日を効力発生日として実施いたしました。

(1)取引の概要

①結合当事企業の名称及びその事業の内容

　結合当事企業の名称：日本理化製紙株式会社

　事業の内容　　　　：梱包関連製品等の製造・加工・販売

②企業結合日

　2022年４月１日

③企業結合の法的形式

　株式交換

④結合後企業の名称

　結合後の企業名称の変更はありません。

⑤その他取引の概要に関する事項

　日本理化は、粘接着技術、塗工・加工技術を柱として、ガムテープ、圧着紙、封筒用両面テープを主力とし

た梱包関連製品等の製造・加工・販売を営む会社であり、糊合成からの一貫ラインによるコスト競争力を強み

に高いシェアを維持し、当社グループの機能紙事業を構成しています。

　当社は、前連結会計年度を初年度とする５ヶ年の第８次中期経営計画に基づき、当社グループの企業価値最

大化を進めており、今後、補完関係にある相互の製造設備の有効活用並びに当社グループの粘接着技術及び塗

工・加工技術の強化によるシナジー効果の具現化を加速するとともに、当社グループ経営の機動性を更に高め

るため、同社を完全子会社とすることといたしました。

－ 18 －
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取得の対価　当社普通株式 127百万円

取得原価 127百万円

(2)実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成31年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成31年１月16日）に基づき、共通支配下

の取引等として処理しております。

(3)被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

(4)株式の種類別の交換比率及びその算定方法並びに交付した株式数

①株式の種類別の交換比率

　当社の普通株式１株：日本理化の普通株式0.92株

②株式交換比率の算定方法

　当社及び日本理化は、本株式交換に係る割当比率（以下、「本株式交換比率」）の算定に当たって、公正

性・妥当性を確保するため、両社から独立した第三者算定機関に株式交換比率の算定を依頼し、提出を受けた

株式交換比率の算定結果を参考に、両社の財務状況・資産状況・将来の見通し等の要因を総合的に勘案した上

で、両社間で協議し、本株式交換比率により本株式交換を行うことといたしました。

③交付した株式数

　　150,880株

(5)非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項

① 資本剰余金の主な変動要因

　　子会社株式の追加取得

②非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

　　98百万円

　なお、株式交換の実施前に日本理化は、当社の連結子会社２社から同社株式を取得し、消却しており、株式交

換に関連した一連の取引により減少した資本剰余金は84百万円であります。

－ 19 －
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株主資本等変動計算書

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本 準 備 金
そ の 他
資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金
合 計

そ の 他 利 益 剰 余 金
利 益 剰 余 金
合 計固 定 資 産

圧縮積立金
別 途
積 立 金

繰 越 利 益
剰  余  金

当 期 首 残 高 2,122 531 2,489 3,020 449 3,146 △2,855 740

当 期 変 動 額

固定資産圧縮積立金の取崩 △51 51 －

剰 余 金 の 配 当 △253 △253

当 期 純 利 益 821 821

株 式 交 換 に よ る 変 動 △129 △129

自 己 株 式 の 取 得

自 己 株 式 の 消 却 △1,132 △1,132

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － △1,261 △1,261 △51 － 618 567

当 期 末 残 高 2,122 531 1,227 1,758 398 3,146 △2,236 1,308

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計
自 己 株 式

株 主 資 本
合 計

その他有価証券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 △288 5,595 227 227 5,822

当 期 変 動 額

固定資産圧縮積立金の取崩 －

剰 余 金 の 配 当 △253 △253

当 期 純 利 益 821 821

株 式 交 換 に よ る 変 動 257 127 127

自 己 株 式 の 取 得 △1,132 △1,132 △1,132

自 己 株 式 の 消 却 1,132 － －

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

△64 △64 △64

当 期 変 動 額 合 計 257 △437 △64 △64 △501

当 期 末 残 高 △31 5,158 163 163 5,321

株主資本等変動計算書

(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)
（単位：百万円）

  (注)記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.資産の評価基準及び評価方法

 (1)有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式　　　　　　　移動平均法による原価法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの　　　　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）

市場価格のない株式等　　　　　　　　　移動平均法による原価法

　   (2)デリバティブの評価基準及び評価方法

デリバティブ　　　　　　　　　　　　　　時価法

　   (3)棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産　　　　　　　　　　　　　　　 主として移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に

よる簿価切下げの方法により算定)

２.固定資産の減価償却の方法

 (1)有形固定資産(リース資産を除く)

建物、構築物については定額法、機械及び装置、車両運搬具、工具、器具及び備品については定率法を採用して

おります。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建物　　　　　　　　 　　８～47年

　構築物　　　　　　　 　　10～42年

　機械装置及び車両運搬具　 ４～14年

 (2)無形固定資産(リース資産を除く)

　定額法

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づいております。

 (3)リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

－ 21 －
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３.引当金の計上基準

 (1)貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、また、貸倒懸念債権等特定の

債権については、個別に回収可能性を検討して、回収不能見込額を計上することとしております。

 (2)賞与引当金

　従業員の賞与の支給に充てるため､支給見込額に基づき､当事業年度の負担額を計上することとしております。

 (3)退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当事業

年度末において発生していると認められる額を計上することとしております。

　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(２年)による定額法により費用処

理することとしております。

　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)による均等按

分額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

 (4)役員退職慰労引当金

　役員及び執行役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上することとしておりま

す。

４.収益及び費用の計上基準

　当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）及び「収益認識に関する会計

基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）を適用しており、約束した財又はサービスの支

配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　当社は、主に製品の製造、加工、販売を行っており、これら製品の販売については、下記の時点で当社の履行義

務を充足すると判断し収益を認識しております。

　輸出販売は、取引条件に応じて製品の船積み時または製品を顧客に引き渡した時に収益を認識しております。

　国内販売は、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、出荷時から製

品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。な

お、顧客への財の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕入先に

支払う額を控除した純額で収益を認識しております。また、支給元が買戻し義務を負う有償支給取引においては、

当社が支給元より受け取る額から支給品の対価として支給元に支払う額を控除した純額で収益を認識しておりま

す。

　当社の取引に関する支払条件は、通常短期のうちに支払期日が到来し、契約に重要な金融要素は含まれておりま

せん。

－ 22 －
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　 建物 2,264百万円

　 構築物 92百万円

　 機械及び装置 709百万円

　 土地 722百万円

　 投資有価証券 726百万円

　 計 4,515百万円

　 短期借入金 1,600百万円

　 １年内返済予定の長期借入金 1,089百万円

　 長期借入金 3,200百万円

　 計 5,889百万円

２．有形固定資産の減価償却累計額 29,791百万円

５.その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

 (1)ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理によっております。

　ただし、ヘッジ会計の特例処理の要件を満たす金利スワップ取引については、特例処理を採用しております。

 (2)退職給付に係る会計処理

　退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結計算書類における

これらの会計処理の方法と異なっております。

(会計上の見積りに関する注記)

固定資産の減損の兆候判定

(1)当事業年度の計算書類に計上した金額

　連結計算書類「連結注記表（会計上の見積りに関する注記）」の内容と同一であります。

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　連結計算書類「連結注記表（会計上の見積りに関する注記）」の内容と同一であります。

（貸借対照表に関する注記）

１．担保に供している資産及び担保に係る債務

(1) 担保に供している資産

 (2) 担保に係る債務
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　　TOMOEGAWA （U.S.A.) INC. 120百万円

　　TOMOEGAWA EUROPE B.V. 284百万円

　　巴川（広州）国際貿易有限公司 99百万円

　　日彩影像科技（九江）有限公司 204百万円

　　TOMOEGAWA AURA INDIA PVT.LTD. 55百万円

　　　巴川物流サービス㈱ 24百万円

　　三和紙工㈱ 392百万円

　　　日本理化製紙㈱ 276百万円

　　　　　 計 1,456百万円

　　　 短期金銭債権 1,874百万円

　　   短期金銭債務 3,103百万円

　　　売上高 5,368百万円

　　　仕入高 5,514百万円

　　営業取引以外の取引による取引高 1,712百万円

　３．保証債務

他の会社の金融機関等からの借入債務等に対し、保証を行っております。

　４. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

（損益計算書に関する注記）

　　関係会社との取引高

　　　営業取引による取引高

（株主資本等変動計算書に関する注記）

　　当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

　　　　普通株式　　　　 18,354株
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　　 　減損損失 265百万円

　　 　賞与引当金 73百万円

　　　 退職給付引当金 399百万円

　　　 退職給付信託費用 406百万円

　　　 役員退職慰労引当金 72百万円

　　　 未払金否認額 60百万円

　　　 有価証券評価損否認額 1,033百万円

　　　 繰越欠損金 889百万円

　　　 その他 353百万円

　　 繰延税金資産小計 3,555百万円

　　 評価性引当額 △3,285百万円

　　 繰延税金資産合計 270百万円

　　　 その他有価証券評価差額金 △68百万円

　　　 固定資産圧縮積立金 △173百万円

　　　 その他 △21百万円

　　 繰延税金負債合計 △264百万円

　　 繰延税金資産の純額 6百万円

（税効果会計に関する注記）

　１.繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　　　 繰延税金資産

　　  繰延税金負債

　２.法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

　当社は、当事業年度より、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しております。これに伴い、法人税及び

地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及

び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号2021年８月12日。以下「実務対応報告第42号」という。）に従っ

ております。

　また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響

はないものとみなしております。
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(単位：百万円)

属性 会社等の名称
議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者
と の 関 係

取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社

T O M O E G A W A  E U R O P E  B . V .
 所有
 直接 100.0％

 製品の販売 製品の販売(注)１ 2,247 売掛金 471

 保証債務

保証債務(注)２ 284 ― ―

保証料の受取(注)２ 1 ― ―

TOMOEGAWA HONG KONG CO.,LTD.
 所有
 直接 73.8％

 製品の仕入 製品の仕入(注)１ 1,179 買掛金 300

㈱巴川ホールディングス恵州
 所有
 直接 73.0％

 資金の借入 資金の借入(注)３ 521 短期借入金 480

巴 川 物 流 サ ー ビ ス ㈱
 所有
 直接 100.0％

 CMS取引

CMS取引(注)３,４ ― 短期借入金 253

利息の支払(注)３ 0 ― ―

新 巴 川 加 工 ㈱
 所有
 直接 100.0％

 製品の
 仕上、加工

外注加工費(注)１ 2,093 未払費用 189

 CMS取引

CMS取引(注)３,４ ― 短期借入金 762

利息の支払(注)３ 1 ― ―

三 和 紙 工 ㈱
 所有
 直接  95.2％
 間接   4.8％

 保証債務 保証債務(注)５ 392 ― ―

 CMS取引

CMS取引(注)３,４ ― 短期借入金 430

利息の支払(注)３ 0 ― ―

日 本 理 化 製 紙 ㈱
 所有
 直接 100.0％

 製品の仕入 製品の仕入(注)１ 75 買掛金 299

 保証債務 保証債務(注)５ 276 ― ―

役員及
びその
近親者
が議決
権の過
半数を
所有し
ている
会社等

鈴 与 ㈱
(注)６

 被所有
 直接   4.8％

 製品及び
 原材料の運搬

製品及び原材料の運搬
(注)１

95

買掛金 0

未払費用 7

鈴 与 商 事 ㈱
(注)６

－

 製品の販売 製品の販売(注)１ 10 売掛金 1

 原材料等の
 仕入

原材料等の仕入(注)１ 66

買掛金 19

未払費用 9

（関連当事者との取引に関する注記）
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１．１株当たり純資産額 411円88銭

２．１株当たり当期純利益 74円36銭

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注)１.価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案し、価格交渉の上で決定しております。

２.銀行借入等につき､ 債務保証を行ったものであります｡ なお､ 保証料は市場金利を勘案して合理的に決定して

おります。

３.資金の借入及びCMS（キャッシュ・マネジメント・サービス）取引については、市場金利を勘案して利率を合理

的に決定しております。

４.CMS取引については、取引が反復的に行われているため取引金額の記載を省略し、期末残高のみを表示しており

ます。

５.ファクタリング債務につき､債務保証を行ったものであります｡なお､保証料の受取はありません｡

６.当社取締役鈴木健一郎とその近親者が議決権の過半数を保有している会社であります。

（収益認識に関する注記）

　　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　　　「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

（１株当たり情報に関する注記）
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